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アロマセラピーは医療ではありませんが，用いる精油の芳香成分が嗅覚や皮膚に作用し，心身を癒や
す効果があることは広く認められているところです。アロマセラピーを看護に取り入れる際の基本と
なる知識，すでに訪問看護や緩和ケアに取り入れ，効果をあげている実践者からの報告をお届けしま
す。

アロマセラピーを行なう際の基本となる知識
　―効用と禁忌，薬事法とのかかわり　百々雅子
看護師が行なうアロマセラピー　塚原ゆかり 
訪問看護で行なうアロマ・マッサージ　吉田廣子
訪問看護での実践から―家族をもケアするアロマセラピー　中尾美千代
緩和ケア病棟でのアロマセラピー　石塚朝子

■特別記事
在宅で必要な口腔乾燥の知識とケア　柿木保明
認知症高齢者を地域で支える東京会議―キャンペーンを終えて　村田由佳

■連載
時間を忘れて　天方晴子／訪問看護時事刻々　石田昌宏／わたしのため・から始まる在宅介護　川口有
美子／訪問看護のパイオニアたち「佐藤美穂子さん」宮田乃有／事例で考える医療福祉倫理　大林雅之
ほか／わたしのことをわたしから　神野啓子／わが憧れの老い　服部祥子／在宅で療養するがん患者・
家族のためのケアの手引き　福井小紀子／ほんとの出会い　岡田真紀／桜色のハーフコート　赤川次郎

特集 アロマセラピーを取り入れた看護実践

編集
後記

●医療ニーズの高い在宅療養者と家族を支える手段として，療養通所介護が昨春制度化されました。今月号で
特集した長時間滞在型訪問看護にも同様の期待が寄せられています。しかし執筆をお願いする過程では，「ス
タッフのやり繰りがつかず，現在は中止しています」との返答をくださった事業所もありました。伊藤論文に
指摘されているように，人材の確保は課題の 1 つです。ニュース欄（157 頁）の日本訪問看護振興財団の調査でも
人材流出の現状が明らかになっていますが，前向きに訪問看護の魅力を伝えたいと思います。……………伊藤M
●原稿をお願いしている立場を忘れて私見を綴ったり，自分の思いこみを指摘され訂正したりと，メールが行
き交いながら雑誌ができていきます。「遠距離介護」の太田さんからは「無理して行かなくてもいい。行かな
い選択もあるんです」と，教えてもらいました。離れていてもコミュニケーションを密にすることで地域の介
護体制は整いもすると。了解です。知恵を出し合って道を拓いていきましょう。……………………………伊藤N
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